
災害時にはどんなことが起きるの？
何に気を付けてどんな準備をしたらいいの？

９月は防災月間です

お
問
い
合
わ
せ

40kankyo@city.kawasaki.jpEメール

聴覚障害がある方で、配慮を必要とする場合は、オンデマンドにて手話付きの動画配信を行います。

川崎市健康福祉局環境保健・アレルギー疾患対策課 
電話 ０４４－２００－２４３５　(平日8:30~17:00)
FAX ０４４－２００－３９３７

災害時の対応・備え、アレルギー対応の備蓄物資などに関する情報は、
「川崎市のアレルギー疾患関連ポータルサイト」で発信中！

https://logoform.jp/form/FUQz/1073273

申込時に講師への質問を受付します。
(時間の都合上、すべての質問にお答えできない場合がございます) 

申込フォームよりお申込みください

申込方法

講演会講演会

99月月2121日日

※入室13:45〜※入室13:45〜

zoomzoom

（日）（日）
14　 14　 〜〜16　16　:00:00 :00:00

　本講演会は独立行政法人環境再生保全機構のサポートを受けて実施しています。

アレルギー疾患アレルギー疾患におけるにおける
のの

備え備え
災害時災害時

参加無料

申込期限 令和7年    月       日(水)17:00まで 9 10

厚生労働省の免疫・アレルギー疾患政策研究事業で冊子「災害におけるアレルギー疾患の対応」の研究代表および監修に携わら
れたアレルギー専門医と一般社団法人 川崎市薬剤師会代表をお招きし、川崎市健康福祉局DMAT調整担当とともに講演会を開催
します。

厚生労働省の免疫・アレルギー疾患政策研究事業で冊子「災害におけるアレルギー疾患の対応」の研究代表および監修に携わら
れたアレルギー専門医と一般社団法人 川崎市薬剤師会代表をお招きし、川崎市健康福祉局DMAT調整担当とともに講演会を開催
します。

プログラム

市内在住・在勤のアレルギー疾患と診断された方、その他関心のある方  　 　　 　480組(先着順)

参加対象者

帝京大学医学部 小児科 教授 　小林 茂俊 氏

災害時にむけてどのような準備をしておけばよいのか 　(14:05頃〜）　
～日頃から出来る準備とは～　

帝京大学医学部附属病院  アレルギーセンター  センター長

川崎市の災害時の薬剤供給について 　（15:25頃〜）

川崎市の災害医療体制について 　(15:10頃〜）　
川崎市健康福祉局DMAT調整担当課長 小野 欽也 氏

一般社団法人 川崎市薬剤師会 献血・災害委員会副委員長 橋本 学 氏

※DMAT: 災害派遣医療チーム (DISASTER MEDICAL ASSISTANCE TEAM)

後日オンデマンド
配信もあります

　

(日本語字幕付き・
質疑応答部分を除く)

質疑・応答 　（15:40頃〜）


